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旧

考

余

録

序

元

和

（

げ

ん

な

）

紀

元

大

坂

始

平

海

宇

偃

武

（

え

ん

ぶ

）

黎

庶

得

所

然

擾

乱

之

余

諸

人

尚

武

薄

文

於

是

簿

書

則

一

帰

之

於

計

吏

譜

牒

則

全

寄

之

於

墳

廟

故

不

従

計

吏

則

封

国

土

壌

之

肥

脊

（

ひ

せ

き

）

賦

粟

（

ふ

ぞ

く

）

輸

租

之

寛

猛

莫

能

詳

焉

者

不

審

墳

廟

則

享

年

寿

夭

之

時

日

葬

埋

営

築

之

典

故

亦

皆

昧

焉

故寛

永

修

譜

之

時

録

家

固

所

呈

而

参

之

以

墳

廟

之

記

録

雖

貞

享

【
海
于
】
天
下
・
海
内
。

【
偃
武
】
戦
争
を
や
め
る
こ

と
。
天
下
が
泰
平
と
な
る

こ
と
。

※
元
和
偃
武
＝
元
和
元
年
の

大
阪
夏
の
陣
の
後
、
世
の

中
が
泰
平
に
な
っ
た
こ
と

を
い
う
。
江
戸
幕
府
初
政

を
称
賛
す
る
の
に
利
用
さ

れ
た
。

※
「
貞
享
・
寛
政
之
譜
云
々
」

の
貞
享
は
「
貞
享
書
上
」

の
こ
と
で
『
武
徳
大
成
記
』

を
編
集
す
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
準
備
と
し
て
徳

川
氏
と
縁
の
深
か
っ
た
諸

大
名
・
幕
臣
・
庶
民
か
ら

夫
々
に
保
存
さ
れ
て
い
る

古
文
書
・
家
伝
・
系
譜
の

書
上
を
命
じ
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
八
月
ご
ろ

ま
で
に
上
呈
完
了
し
た
も

の
。
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寛

政

之

譜

亦

於

彼

墳

廟

之

所

伝

則

莫

敢

議

者

也

然

採

訪

之

方

或

失

闕

略

或

発

幽

潜

此

亦

人

材

之

長

短

所

係

今

末

奈

之

何

己

微

臣

少

小

好

譜

牒

之

学

然

□

力

弱

才

乏

鈔

書

資

而

諸

姓

千

百

概

皆

係

手

録

分

類

排

纂

（
は
い
さ
ん
）

浩

如

淵

海

伏

惟

（
お
も
ん
み
る
）

葵

章

者

大

朝

之

掲

日

月

而

臨

四

方

者

尤

眊

然

（
も
う
ぜ
ん
）

無

端

緒

故

今

挙

衆

説

折

其

中

此

皆

昔

人

之

所

不

言

而

史

家

之

所

失

載

者

又

附

以

清

康

君

寛
政
之
譜
は
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』

□
は
草
冠
に
綿

【
俳
纂
】
編
集

【
眊
然
端
緒
】
ぼ
ん
や
り
し

て
始
ま
り
は
わ
か
ら
な

い
。

【
衆
説
折
其
中
】
諸
説
折
衷

し
た
。
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贈

大

納

言

君

松

千

代

君

仙

千

代

君

市

場

君

等

之

墳

廟

而

終

焉

計

五

冊

顔

曰

旧

考

余

録

若

夫

封

国

土

壌

賦

粟

輸

租

之

詳

則

自

有

専

守

不

待

小

臣

越

俎

（
え
つ
そ
）

而

謀

也

文

政

十

二

年

己
丑

夏

竹

尾

次

春

謹

序

【
越
俎
】
自
己
の
本
分
を
越
え

て
、
他
人
の
権
限
を
犯
す
こ

と
。
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凡

例

一

此

書

ハ

慶

長

元

和

よ

り

こ

の

か

た

、
其

故

由

の

さ

た

か

な

る

へ

き

く

さ
〳
〵
の
今
に
い
た
る
ま
て
い
ふ
か
し
と
思
ふ
考
説
の
ミ
い
と
多
か
れ
は

年

頃

閲

せ

し

文

の

中

に

明

著

と

も

お

も

へ

る

事

を

挙

て

書

つ

ゝ

り

ぬ

れ

は

、
旧

考

余

録

と

ハ

名

つ

く

る

な

り

一

葵

御

紋

の

御

形

容

は

、
慶

長

・

元

和

よ

り

ま

へ

は

し

は

ら

く

論

せ

す

、
そ

の

頃

よ

り

用

ひ

さ

せ

ら

れ

し

所

、
御

品

か

ら

に

よ

り

蒔

絵

・

織

物

・

御

器

物

・

御

武

器

等

に

い

た

る

ま

て

円

輪

の

厚

薄

、

葉

形

の

大

小

、

表

裏

の

相

違

等

あ

り

て

一

定

な

ら

さ

れ

ハ

、
ま

し

て

書

籍

に

載

セ

、
筆

に

写

セ

る

に

い

た

り

て

は
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今

に

異

な

る

も

見

ゆ

れ

は

、
慶

長

・

元

和

よ

り

元

禄

・

享

保

に

い

た

る

ま

て

を

見

聞

に

ま

か

せ

繕

写

し

、
其

大

途

を

し

る

す

し

か

は

あ

れ

と

、
大

同

小

異

細

密

の

模

写

に

及

は

す

、
た

ゝ

其

時

代

図

形

の

大

概

な

り

一

慶

長
・
元

和

の

頃

ま

て

葵

御

紋

を

家

紋

と

せ

ら

れ

し

松

平

の

御

門

流

に

伝

ふ

る

所

は

、
見

聞

に

し

た

が

ひ

、
此

書

に

載

る

と

い

へ

と

も

、
其

家

々

を

問

究

（
と
ひ
き
わ
む
）

る

に

至

ら

さ

れ

は

、
猶

も

れ

し

も

多

か

る

へ

く

、
其

家

の

記

に

た

か

へ

る

も

は

か

り

か

た

し

、
酒

井

氏

本

多

氏

を

は

し

め

皆

そ

の

家

の

書

上

に

よ

り

、
或

は

古

記

に

載

る

所

を

本

文

の

ま

ゝ

を

出

せ

は

、
本

同

く

し

て

末

異

な

る
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も

見

え

た

り

、
愚

按

の

及

ふ

所

は

ま

ゝ

其

よ

し

を

低

書

す

と

い

へ

と

も

、

考

へ

得

へ

か

ら

さ

る

も

亦

少

か

ら

す

一

東

照

宮

台

徳

院

殿

勅

謚

以

前

の

御

法

号

は

世

に

し

ら

ぬ

も

多

け

れ

は

、
古

記

に

出
（
い
づ
）

る

を

し

る

す

一

市

場

姫

君

松

千

代

君

仙

千

代

君

の

本

末

記

せ

し

書

、

世

に

ま

れ

な

れ

は

、

寺

院

の

旧

記

を

た

づ

ね

て

委

し

く

し

る

す

一

引

書

を

別

に

出
（
い
だ
）

さ

ゝ

る

は

、
各

条

の

下

に

本

書

を

記

せ

る

か

故

に

煩

は

し

く

、

両

所

に

其

名

を

列

ね

す
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旧

考

余

録

総

目

次

第

一

巻

葵

御

紋

考

上

一

葵

御

紋

は

、
初

酒

井

左

衛

門

尉

家

よ

り

棒
（
さ
さ
）

け

し

と

い

ふ

事

一

本

多

縫

殿

助

家

よ

り

奉

り

し

と

い

ふ

事

一

本

多

中

務

大

輔

家

よ

り

奉

り

し

と

い

ふ

事

一

高

力

村

老

翁

よ

り

奉

献

と

い

ふ

事

一

本

間

氏

記

三

葵

の

事

一

前

の

五

説

、

献

葵

の

事

一

葵

御

紋

は

島

田

氏

の

紋

と

い

ふ

事
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一

伊

奈

熊

蔵

、

家

紋

に

葵

を

附

し

事

一

御

当

家

、

立

葵

を

附

さ

セ

給

ひ

し

と

い

ふ

事

一

御

当

家

、

劍

銀

杏

を

も

被

為

附

（
つ
け
さ
せ
ら
る
）

と

い

ふ

事

一

御

当

家

、

五

七

桐

を

も

被

為

附

と

い

ふ

事

第

二

巻

葵

御

紋

考

下

一

御

代

々

葵

の

御

紋

な

る

事

一

新

田

庄

よ

り

堀

出

せ

し

小

刀

に

葵

御

紋

有

之

事

一

波

合

記

に

も

御

紋

水

頭

草

と

有

之

事

一

上

州

新

田

大

光

院

殿

御

廟

所

、

松

木

口

、

葵

に

似

た

る

事

※
水
頭
草
？

水
頭
は
、
水
辺
の
こ
と
。
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一

贈

正

二

位

大

納

言

義

貞

卿

末

裔

由

良

氏

、

葵

の

紋

な

る

事

一

同

横

瀬

氏

、

葵

家

紋

の

事

一

横

瀬

氏

庶

流

の

家

紋

、

水

葵

の

事

一

松

平

太

郎

左

衛

門

家

紋

、

葵

の

事

一

松

平

次

郎

左

衛

門

家

、

太

鼓

藤

の

内

葵

の

事

一

大

給

松

平

一

統

、

二

十

五

家

共

元

葵

の

家

紋

の

事

一

松

平

の

御

門

族

、
元

葵

を

家

紋

と

せ

ら

れ

し

家

々

の

事

一

花

葵

を

家

紋

に

被

用

（
も
ち
ひ
ら
る
）

家

の

事

一

櫻

井

氏

・

小

澤

氏

、

元

葵

を

附

し

事

一

御

本

宗

の

外

丸

の

内

三

葵

被

附

（
つ
け
ら
る
）

家

々

の

事
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一

久

松

最

上

の

家

々

に

て

も

葵

御

紋

を

附

る

事

一

慶

長

以

後

、

御

紋

異

同

の

図

の

事

附

、

庶

流

方

、

元

禄

の

頃

被

附

（
つ
け
ら
れ
）

し

御

紋

の

事

一

三

鍬

形

御

紋

の

事

附

、

紀

伊

家
并

松

平

左

京

大

夫

家

紋

の

事

一

輪

貫

被

用

諸

家

の

事

一

只

紋

の

事

一

上

野

国

厩

橋

妙

安

寺

、

葵

の

事

一

葵

は

容

易

に

不

可

用

の

事

一

岩

松

満

次

郎

、

葵

を

家

紋

と

せ

さ

る

の

事
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一

五

七

桐

・

二

引

両

は

清

和

源

家

通

紋

の

事

一

家

紋

惣

説

の

事

一

葵

御

紋

家

系

の

事

第

三

巻

厭

欣

御

旗

前

後

考

一

文

明

・

明

応

頃

よ

り

被

為

用

事

一

井

田

合

戦

の

時

よ

り

被

為

用

事

一

清

康

君

逝

去

後

被

用

事

一

永

禄

三

年

五

月

廿

二

日

被

為

用

事

一

永

禄

六

年

正

月

十

九

日

、

同

廿

一

日

被

為

用

事
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一

永

禄

七

年

正

月

、

一

向

乱

、

大

樹

寺

よ

り

立

し

と

云

事

并

紳

書

の

説

一

東

照

宮

、

肥

前

国

名

護

屋

御

下

向

の

時

も

被

為

用

事

親

氏

君

泰

親

君

御

塚

所

考

信

光

君

御

名

評

清

康

君

御

墳

墓

考

贈

大

納

言

廣

忠

卿

御

墳

墓

等

考

一

御

逝

去

忌

辰

異

説

な

き

事

一

大

樹

寺
・
松

應

寺
・
大

林

寺
・
法

蔵

寺

の

記

、
異

同

あ

る

事

一

桑

谷

廣

忠

寺

由

緒

の

事
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一

大

樹

寺

等

四

箇

寺

御

由

緒

略

出

の

事

一

大

樹

寺

・

松

應

寺

に

て

御

追

遠

御

法

事

、
差

別

あ

る

事

一

大

樹

寺

に

御

再

建

御

廟

石

不

同

の

事

一

御

院

号

を

称

せ

す

し

て

御

道

号

を

唱

ふ

る

事

傳

通

院

御

方

、

仮

御

法

号

第

四

巻

市

場

御

方

御

本

末

考

一

三

河

国

不

退

院

に

て

伝

ふ

る

市

場

殿

の

事

一

廣

忠

君

御

継

室

戸

田

氏

を

市

場

殿

と

申

事

一

市

場

殿

は



旧考余録 一

15

東

照

宮

御

妹

女

な

る

事

一

市

場

御

方

へ

御

遺

金

進

セ

ら

れ

し

事

一

市

場

殿

御

葬

地

の

事

一

酒

井

修

理

大

夫

家

記

の

事

一

松

平

金

彌

譜

の

事

一

市

場

殿

は

清

康

君

御

息

女

と

い

ふ

事

一

市

場

姫

君

は

鈴

木

氏

の

女

と

い

ふ

事

一

市

場

御

方

逝

去

の

時

の

御

沙

汰

の

事

一

荒

川

義

虎

略

功
并

市

場

姫

君

許

嫁

の

事

一

荒

川

義

弘

子

孫
并

分

限

の

事
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一

尾

張

殿

に

仕

る

荒

川

氏

の

事

一

麾

下

（

き

か

）

の

荒

川

氏

は

義

弘

か

一

族

に

あ

ら

さ

る

事

一

市

場

殿

息

女

被

嫁

松

平

金

彌

家

系

の

事

一

市

場

殿

外

孫

血

統

、

酒

井

氏

系

の

事

一

市

場

殿

再

嫁

、

筒

井

氏

家

譜

の

事

第

五

巻

松

千

代

君

御

葬

地

御

法

号

考

仙

千

代

君

御

葬

地

考

台

徳

院

殿

御

縁

女

考

東

照

宮

仮

御

法

号

考
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台

徳

院

殿

仮

御

法

号

考

十

八

松

平

古

新

前

後

差

別

一

三

河

国

十

八

松

平

の

事

一

東
照
宮
よ
り
以
後
今
に
至
る
迄
の
御
子
孫
十
八
家
と
成
ら
せ
給
へ
る
事

一

御

家

門

松

平

十

八

家

の

事

一

普

通

所

称

十

八

松

平

家

の

事

一

他

姓

に

賜

は

り

し

十

八

松

平

の

事

一

御

当

家

に

て

十

八

の

員

数

は

目

出

度

御

事

旧

考

余

録

総

目

次

畢
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旧

考

余

録

巻

之

一

目

次

葵

御

紋

考

上

一

葵

御

紋

は

、
初

酒

井

左

衛

門

尉

家

よ

り

捧

け

し

と

い

ふ

事

一

本

多

縫

殿

助

家

よ

り

奉

り

し

と

い

ふ

事

一

本

多

中

務

大

輔

家

よ

り

奉

り

し

と

い

ふ

事

一

高

力

村

老

翁

よ

り

奉

献

と

い

ふ

事

一

本

間

氏

記

、

三

葵

の

事

一

前

の

五

説

、

献

葵

の

事

一

葵

御

紋

は

島

田

氏

の

紋

と

い

ふ

事

一

伊

奈

熊

蔵

、

家

紋

に

葵

を

附

し

事
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一

御

当

家

、

立
葵
を
附
さ
せ
給
ひ
し
と
い
ふ
事

一

御

当

家

、

劍

銀

杏

を

も

被

為

附

と

い

ふ

事

一

御

当

家

、

五

七

桐

を

も

被

為

附

と

い

ふ

事
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旧

考

余

録

巻

之

一

竹

尾

次

春

謹

編

葵

御

紋

考

上

葵

御

紋

の

事

は

御

家

の

御

秘

要

な

れ

と

、
諸

書

に

載

る

と

こ

ろ

異

議
紛
々
と
し
て
分
明
な
ら
す
、
故
に
よ
く
其
起
源
を
求
め
て
記
す
へ
け
れ
と

僕

管

見

短

才

、
何

そ

事

実

の

正

し

き

を

得

ん

、
さ

れ

は

と

て

止

へ

き

に

も

あ
ら
さ
れ
は
、
普
く
諸
家
の
伝
記
に
よ
り
、
其
徴
と
な
る
へ
き
を
挙
て
心
の

及
ふ
に
ま
か
せ
、
猥
に
書
集
る
の
み

葵

御

紋

は

初

酒

井

左

衛

門

尉

家

よ

り

捧

け

し

と

云

事

酒

井

家

よ

り

今

の

葵

御

紋

を

捧

け

し

と

い

ふ

事

は

、
世

人

の

つ

ね

に
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い
へ
る
事
な
り
、
し
か
れ
と
も
、
其
証
伝
来
の
拠
ま
ち
〳
〵
に
し
て
正
実
を

得

す

、

今

諸

録

の

中

よ

り

其

要

旨

を

抜

書

す

酒

井

家

説

曰

（
マ
マ
）

、
葵

の

御

紋

は

酒

井

左

衛

門

尉

か

始

祖

、
文

明

十

一

年

己

亥

七

月

、
丸

盆

に

葵

の

葉

を

三

つ

並

へ

て

信

光

君

に

奉

る

事

あ

り

、
即

是

を

汝

か

紋

に

せ

よ

と

て

賜

り

た

り

、
こ

れ

よ

り

酒

井

家

の

紋

に

定

め

お

き

し

か

、
二

十

余

年

を

へ

て

、
長

親

君

の

仰

に

よ

り

て

葵

の

紋

に

似

た

る

丸

に

鳩

酸

草

の

紋

を

酒

井

家

へ

替

賜

は

り

、
永

正

三

年

丙

寅

八

月

よ

り

丸

に

三

ツ

葵

を

は

御

当

家

の

御

紋

と

定

め

ら

れ

し

な

り

と

そ

徳

川

歴

代

記

曰

、
元

来

御

紋

者

丸

之

内

三

巴

也

文

明

七

乙
未

七

月

安

城

合

戦

時

光

君

御

代

和

泉

守

信

酒

井

左

衛

門

尉

氏

【
鳩
酸
草
】
酸
草
（
か
た
ば
み
）

の
漢
名
。
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忠

于

丸

盆

敷

葵

葉

三

枚

置

熨

斗

勝

栗

昆

布

等

奉

祝

門

出

信

光

君

其

日

合

戦

得

利

給

故

以

葵

紋

賜

酒

井

為

家

紋

神

君

御

時

以

葵

定

御

紋

給

故

酒

井

紋

改

鳩

酸

草

云

云

諸

家

紋

起

抄

云

、
酒

井

家

の

本

紋

は

往

古

よ

り

丸

に

三

ツ

葵

な

り

然

る

に

神

君

御

所

望

に

て

三

葵

の

紋

を

献

セ

ら

る

、

そ

の

こ

ろ

上
意
に

、
此

紋

の
替
り

に
何

そ

あ
ら
ん

と
て

、
酸
草
を

御
手

自

賜
り
た
り

是
よ
り
か
た
ば
み
を
紋
に
付
け
る
、
依
之
葵
か
た
は
み
と
云

徳

川

由

緒

連

綿

秘

記

一

云

、
其

頃

、
織

田

方

ノ

持

分
ニ

三

州

安

祥

城
ア
リ
、
是
ヲ
攻
取
ラ
ン
ト
思
ヒ
ケ
ル
カ
、
又
案
シ
テ
不
戦
シ
テ
勝
者
ハ
上
兵

也
ト
云
事
ア
リ
、
謀
ヲ
相
構
ヘ

輒
（
た
や
す
）

ク
城
ヲ
取
ン
ト
思
ヒ
、
文
明
十
一
年
己
亥
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七

月

十

五

日

ノ

夜
ニ

入

テ
中

略

去

程
ニ

信

光

ハ

兼

テ

用

意

ノ

事

ナ

レ

ハ

軍

兵

ヲ

揃

ヘ

ケ

リ

、
時
ニ

酒

井

五

郎

親

清

ハ

、
嫡

子

小

五

郎

親

忠
氏
忠
後

改

二

男

與

四

郎

親

重

父

子

三

人

、
四

十

余

人

郎

等

ヲ

引

具

シ

テ

、
坂

井

郷

ヨ
リ
来
リ
ケ
ル
カ
、
中
ニ

モ

親
清
ハ
丸
盆
ニ

水
葵
ノ
葉
三
ツ
、
如
鼎
置
之
引

渡
ト
名
付
、
熨
斗
・
搗
栗
・
昆
布
ヲ
葵
ノ
上
ニ

盛
リ
テ
信
光
ノ
御
前
ヘ
持
進

ミ

、
今

日

ノ

御

敵

ヲ

討

チ

勝

テ

喜

悦

ヨ

ロ

コ

フ

ト

ソ

祝

言

申

ケ

ル

、
信

光

大
ニ

喜

悦
シ
、
軍
ニ

勝
ハ
必
定
ナ
リ
、
既
ニ

当
家
ノ
吉
瑞
ナ
レ
ハ
唯
今
ノ
葵
ヲ
以
自

今

以

後

ハ

親

清

カ

家

紋

ト

セ

ヨ

、
ト

被

仰

出

タ

リ

シ

ヨ

リ

丸

ノ

内
ニ

三

ツ

葵

ヲ

酒

井

ノ

家

ノ

紋

ト

ハ

シ

ケ

リ

同

二

云

、
翌

朝

長

親

入

道

、
両

酒

井

ヲ

御

前
ニ

被

召

、
昨

日

先

陣

ノ

働

※
「
丸
盆
ニ
水
葵
の
葉
云
々
…
」

□
頁
を
参
照
。

【
水
葵
】
ア
サ
ザ
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抜

群
ニ

覚

ユ

ル

也

、
抑

汝

等

カ

持

所

葵

ノ

紋

ノ

旗

ト

云

ハ

、
去

ル

文

明

十

一

年

七

月

十

五

日
ニ

道

閲

カ

祖

父

信

光

ヨ

リ

給

ハ

リ

テ

汝

カ

家

紋

ト

セ
リ
、
此
旗
ヲ
先
立
テ
敵
陣
ヲ
破
ル
カ
故
ニ

、
普
ク
是
ヲ
見
知
タ
リ
、
願
ハ

上
返
セ
ヨ
、
我
家
ノ
紋
ト
シ
テ
吉
例
ヲ
子
孫
ニ

伝
ン
、
其
形
能
似
タ
レ
ハ
酢

漿
ヲ
賜
ハ
ル
ヘ
シ
、
酒
井
ノ
家
ノ
紋
ト
シ
テ
猶
軍
功
ヲ
励
ム
ヘ
シ
、
唯
今
紋
ヲ

所
望
ス
ル
ハ
汝
等
カ
猛
勇
ヲ
吾
カ
子
孫
ニ

霊
体
セ
ン
ト

庶

幾

（
こ
ひ
ね
が
ふ
）

故
ナ
リ
ト
自
是

徳
川
家
ニ

三
葵
ヲ
紋
ト
シ
、
酒
井
ノ
家
ノ
酢
漿
紋

（
か
た
ば
み
）

モ
此
時
ヨ
リ
付
ル
ト
云
リ

關

四

郎

左

衛

門

か

家

書

云

、
応

仁

之

頃

、
實

熈

上

洛

之

時

、
自

共

国

中

小

士

奉

送

之

故

任

三

河

守

賜

口

宣

中

略

信

光

家

督

後

移

岡

崎

文

明

十

一

年

己
亥

年

七

月

十

五

日

夜

攻

安
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祥

此

時

酒

井

五

郎

親

清

父

子

三

人

率

来

四

十

余

人

而

丸

盆

水

葵

三

如

鼎

置

之

名

引

渡

以

熨

斗

勝

栗

昆

布

盛

葵

葉

上

祝

言

申

泰

親

悦

曰

自

今

以

後

親

清

之

可

家

紋

旨

依

之

丸

之

内

三

葵

為

酒

井

定

紋

此

時

三

河

三

分

一

領

之

云

云

又

云

其

後

又

奉

之

三

河

後

風

土

記

云

、
信

光

君

は

兼

て

用

意

の

事

な

れ

ハ

、
軍

兵

を

催

集

る

所

に

、
酒

井

五

郎

親

清

同

嫡

子

親

忠

小
五
郎

二

男

親

重

与
四
郎

父

子
三
人
、
郎
等
四
十
余
人
を
引
率
し
て
馳
来
り
、
丸
盆
の
中
へ
水
葵
の
葉
を

三
つ
鼎
の
こ
と
く
並
へ
、
引
渡
と
名
つ
け
、
熨
斗
・
搗
栗
・
昆
布
を
盛
り
て

※
『
三
河
後
風
記
』
＝
徳
川
氏
創

業
史
の
一
つ
。
四
十
五
巻
、
正

保
年
間
以
後
の
成
立
、
著
者
は

不
明
。
内
容
、清
和
源
氏
の
は
じ
ま
り

か
ら
徳
川
家
康
の
征
夷
大
将

軍
補
任
ま
で
を
ほ
ぼ
年
代
別

に
記
述
し
て
い
る
。
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信

光

君

の

御

前

へ

持

出

る

、
今

日

の

御

敵

打

て

勝

て

悦

ふ

と

そ

祝

言

を

申

上

る

、
信

光

君

大

に

喜

悦

し

給

ひ

、
是

を

汝

か

家

の

紋

と

せ

よ

と

仰
ら
る
、
是
よ
り
丸
の
中
に
三
葵
を
酒
井
家
の
定
紋
と
は
し
た
り
け
る
、
後

長

親

入

道

殿

、
酒

井
不

見

名

乗

を

召

出

さ

れ

、
昨

日

先

手

の

働

目

を

驚

か

す

所

な

り

、
抑

汝

か

所

持

す

る

所

の

葵

の

旗

は

我

祖

父

信

光

よ

り

汝

等

に

賜

る

所

な

り

、
昨

日

此

旗

を

ま

つ

先

に

建

、
敵

陣

を

押

破

る

勇

気

盛

な

り

、
願

く

は

こ

の

旗

を

返

上

セ

よ

、
自

今

我

家

の

定

紋

と

定

め

汝

等

か

猛

勇

を

子

孫

に

伝

ふ

へ

し

、
其

形

ち

よ

く

似

た

れ

は

、
汝

か

紋

に

は

か

た

は

み

を

賜

は

る

な

り

、

自

今

酒

井

家

の

定

紋

と

し

て

軍
功
を
励
む
へ
し
、
と
仰
せ
ら
る
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謹

按

る

に

、
酒

井

氏

、
其

始

渡

邉

党

な

る

へ

し

、
三

河

国

に

は

渡

邉

の

一

類

多

し

、
其

後

、
境

井

に

住

て

染

戸

を

業

と

せ

し

よ

り

本

姓

を

は

ふ

き

け

る

歟

、
多

門

氏

の

譜

に

も

酒

井

多

門

元

一

姓

に

て

渡

邉

と

あ

り

、
い

か

に

も

今

酒

井

氏

に

て

三

つ

星

を

家

紋

と

せ

る

に

て

渡

邉

な

る

事

し

ら

れ

ぬ

、
其

後

親

氏

君

入

婿

と

な

り

給

ひ

し

の

ち

か

た

は

み

を

本

紋

と

定

め

ら

る
末

に

出

す

こ

の

事

は

若
（
も
し
）

本

文

の

こ

と

く

泰

親

君

よ

り

酒

井

へ

葵

を

賜

は

り

な

は

、

其

以

前

親

氏

君

泰

親

君

信

光

君

何

を

御

家

紋

と

な

し

給

へ

る

や

、
い

ふ

か

し

き

事
な
り
、
又
酒
井
氏
の
伝
へ
世
に
い
ふ
所
、
か
く
異
説
あ
れ
は
、
い
つ
れ
を

正
と
云

へ
き

、
殊
に

其
家

々

の
記
に

も
さ

た

か
に
は

見
え

す

と
あ
れ
は
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酸

草

の

紋

と

御

紋

と

似

た

れ

は

、
後

風

土

記

の

説

な

と

の

世

に

行

は

れ

し

よ

り

後

、

人

言

を

添

け

る

も

の

な

る

へ

し

本

多

縫

殿

助

家

よ

り

奉

り

し

と

云

事

本

多

家

譜

云

所膳

本

多

縫

殿

助

正

忠

先

祖

山

城

州

賀

茂

社

職

也

依

以

立

葵

為

家

紋

岡

崎

次

郎

三

郎

清

康

君

被

攻

吉

田

城

主

牧

野

傳

蔵

田

原

御

出

勢

之

節

正

忠

奉

迎

入

伊

奈

城

進

御

酒

献

御

肴

之

節

池

中

之

水

葵

葉

盛

之

次

郎

三

郎

君

御

覧

之

曰

三

立

葵

者

正

忠

之

家

紋

也

今

度

之

合

戦

正

忠

最

初

参

味

方

而

後

為

勝

利

為

吉

例

依

被

為

給

之

旨

仰

差

上

之

御

満

悦

而

為

御

家

紋

云

云

仍

※
膳
所
本
多
氏
―
定
通
流
で
伊

奈
本
多
と
呼
ば
れ
る
。

※
池
中
―
豊
川
市
伊
奈
字
丸
ノ

内
に
あ
る
「
花
ヶ
池
」。

※
「
池
中
之
水
葵
葉
云
々
」
―
祝

宴
の
際
、
水
葵
を
肴
の
下
に
敷

い
た
意
味
に
つ
い
て
、
善
所
本

多
氏
の
家
臣
黒
田
善
は
「
昔
、

祭
祀
に
は
ア
サ
ザ
と
い
う
水

草
や
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
な
ど
の
浮

草
を
用
い
た
。
中
国
の
古
典

『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
、
い
や

し
く
も
明
信
（
明
ら
か
な
誠
）

さ
え
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
粗
末
な

お
供
物
で
も
、
神
や
王
に
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
忠

は
、『
左
氏
伝
』
に
習
い
、
あ

り
ふ
れ
た
水
草
を
清
康
に
献

じ
、
潔
白
な
忠
誠
心
を
表
し
た

の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
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岡

崎

隨

念

寺

御

自

讃

御

画

像

被

絵

立

葵

之

紋

于

今

存

右

葵

取

之

地

名

花

池

申

伝

此

趣

正

忠

之

男

助

太

夫

忠

俊

女

高

力

土

佐

守

正

長

室

摂

津

守

忠

房

母

言

上

同

断

也

又

本

多

家

譜

一

本

曰

世

俗

曰

立

葵

之

紋

本

多

家

度

々

依

武

功

神

君

御

所

望

御

請

曰

無

憚

之

由

然

者

可

葉

計

附

御

意

有

之

三
ツ

葉

之

葵

御

附

ト

流

布

ス

亦

当

時

自

賀

茂

社

有

葵

献

上

又

本

多

元

賀

茂

之

社

職

云

云

謹

按

る

に

、
公

事

根

元

に

云
上

略

昔

夢

の

告

侍

り

し

よ

り

け

ふ

人

々

あ
ふ
ひ

桂
の

鬘
を
か

く
る

な

り
、
賀
茂
・
松

尾
の
社

司
ま

へ

の
日
よ
り

し
か
る

へ
き

所
々
へ

た
て

ま

つ
る
、
欽
明

天

皇
の
御

宇
よ

り

こ
の
祭
は
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は
し
ま
る
、
下
鴨
御
祖

（
み
お
や
）

・
上
賀
茂

別

雷

（
わ
け
い
か
づ
ち
）

二
の
神
祭
な
り
、
こ
の
御
祖
の

神

を

は

玉

依

（
た
ま
よ
り
）

姫

と

申

、

賀

茂

建

角

身

命

（
た
け
つ
ぬ
み
の
み
こ
と
）

の

む

す

め

な

り

和

歌

知

事

抄

一

云

、
葵

か

つ

ら

の

事

人

皇

三

十

代

欽

明

天

皇

よ

り

始

て

卯

月

中

の

酉

日

行

は

る

ゝ

な

り

、
中

略

葵
も

ろ

は

草

二

葉

草

と

云

、
長

く

桂
の
枝

に
つ

ら
ね
付

て
御

簾

其
外
器

に
か

く

る
、
枕
草

紙
（
子
）

云
、
葵
い
と

お
か
し
、
祭
の
を
り
神
代
よ
り
さ
る
か
さ
し
と
な
り
け
ん
い
と
め
て
た
し

物

の

さ

ま

も

い

と

お

か

し

、
此

神

代

よ

り

と

は

只

ふ

る

き

と

い

ふ

事

な
り
、
欽

明

の
御
宇

を
見

る

な
り
、
常

に
い

に
し
と

い
ふ

事

に
神
代
と

い

ふ

其

昔

を

思

ひ

や

る

な

り

、

さ

て

爰

に

葵

桂

を

よ

む

作

例

六
帖

人
も
ミ
な
桂
か
さ
し
て
千
早
振
加
も

神

イ

の
ミ
あ
れ
に
あ
ふ
日
な
り
け
り

※[

六
帖]

―
古
今
和
歌
六
帖
の

こ
と
。
平
安
時
代
前
期
に
編
纂

さ
れ
た
六
巻
の
類
題
和
歌
集
。
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葵

を

逢

日

に

か

け

て

い

へ

り
中

略

拾
遺
愚
草

ち
は
や
ふ
る
か
も
の
ミ
つ
か
き
年
を
へ
て
い
く
よ
の
人
に
あ
ふ
ひ
な
る
覧

又
社
説
に
云

東
照
宮
、
い

ま
た
天

下
御

草

創
ま
し

ま
さ

ゝ

り
し
時
、
加
茂

明
神
に
参

ら
せ
の

御
事

お
は
し

け
る

時

、
此
あ

ふ
ひ

を

乞
は
せ

給
ひ

し

よ
り
代
々

め

て

た

く

捧

け

た

て

ま

つ

る

と

い

ふ
下

略

一

説

に

御

当

家

有

親

君

親

氏

君

と

も

に

浄

土

門

に

入

り

給

ひ

、
三

河

国

賀

茂

郡

に

て

還

俗

ま

し

〳
〵
け

る

時

、
賀

茂

郡

に

て

再

ひ

家

起

さ

ん

事

を

賀

茂

明

神

に

銘

き

給

ひ

、
此

葵

を

御

家

紋

と

定

め

さ

せ

ら

れ

し

と

い

へ

り

然
れ
と
も
此
事
正
し
き
書
に
も
見
え
さ
れ
は
、
証
と
し
か
た
し
、
又
加
茂

※[

拾
遺
愚
草]

―
藤
原
定
家
の

自
撰
和
歌
集
。
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次

郎

殿

の

領

知

譲

り

受

さ

せ

給

ひ

し

事

は

本

拠

不

分

明

な

り

と

い
へ
と
も
、
も
と
義
綱
主
無
実
の
讒
死
に
沈
み
、
子
孫
絶
給
へ
は
、
朝
廷

に

も

あ

は

れ

ま

せ

給

ひ

、
伯

父

甥

の

由

緒

に

よ

り

義

国

主

に

其

跡

を

賜
は
り

し
に

や
、
是
に

よ
る

時
は
、
由

良
・
横
瀬
の

伝
来

も

拠
あ
る

に

似

た

り

、
新

後

拾

遺

集

に

圓

光

大

師

賀

茂

の

神

宮

堂

に

ま

し

〳
〵
て

我
は
た
ゝ
仏
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
草
心
の
つ
る
に
か
け
ぬ
間
そ
な
き

む
か
し
よ
り
か
く
人
々
の
も
て
は
や
し
ぬ
る
を
も
て
見
れ
は
、
葵
は
い
と

め

て

た

く

陽

気

吉

瑞

の

草

な

れ

は

皇

城

鎮

護

の

賀

茂

大

神

も

是

を

愛

し

給

へ

る

に

や

藩

翰

譜

四

上
康

俊

譜

本
多
縫
殿
助

云

、
岡

崎

の

次

郎

三

郎

殿

、
東

三

河

の

地

併

※[

藩
翰
譜]

―
新
井
白
石
編
、
十

二
巻
、
元
禄
十
五
年
（
一
七

〇
二
）
完
成
。
内
容
：
万
石

以
上
の
大
名
三
百
三
十
七
家

の
家
伝
由
緒
の
集
成
。
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
か
ら
延

宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
ま
で

を
平
仮
名
交
じ
り
で
記
す
。
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せ
ら
る

へ
き

と

て
御
馬

を
出

さ

れ
し
時

、
忠

次

か
祖
父

縫
殿

助

正
忠

、
最

初

に

御

方

に

組

し

て

先

陣

し

、
牧

野

兄

弟

既

に

う

た

れ

て

吉

田

の

城

に

む
か
ひ
給
ふ
に
、
正
忠
、
城
の
東
門
を
攻
破
り
て
、
つ
ひ
に
城
を
落
す
、
こ
ゝ

よ

り

又

、
田

原

の

城

に

向

ひ

給

ふ

に

、
正

忠

お

の

か

伊

奈

の

城

に

迎

へ

ま
ゐ
ら
せ
、
御
酒
奉
り
て
賀
し
参
ら
す
、
家
に
伝
ふ
る
所
は
此
時
、
御
肴
を

す
ゝ
む

と
て

、
池
な
る

水
葵

の

葉
に
盛

て
参

ら

せ
し
に

、
次

郎

三
郎
殿
御

覧

あ

り

て

三

葵

は

正

忠

の

家

紋

な

り

、
此

度

の

戦

に

正

忠

最

初

の

御
方
に
参
り
て
勝
戦
し
つ
、
吉
例
な
り
、
給
は
ら
む
、
と
仰
あ
り
て
是
よ
り

御

家

紋

と

は

な

さ

れ

た

り

、
さ

れ

は

岡

崎

瑞

念

（
マ
マ
）

寺

に

自

讃

し

給

ひ

し

御
画
像

に
立

葵

の
紋
を

ゑ
か

ゝ

れ
し

、
今
に

あ

り
と
申

す
な

り

、
又

徳
川
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殿

の

御

時

、
高

力

摂

津

守

忠

房

か

母

に

、
伊

奈

の

本

多

か

事

尋

仰

せ

ら
れ
し

に
、
三

河
国
の

本
多

は

伊
奈
を

も
て

嫡

流
と
す

、
さ

れ

は
む
か
し

よ

り

当

国

に

そ

の

数

多

き

本

多

の

人

々

、
伊

奈

の

本

多

の

外

に

一

城

を
も
領

し
候

も

の
は
さ

む
ら

は

す
、
次
郎

三
郎

殿
の
御

時
に

祖

父
に
て
候

も
の
こ
そ
葵
の
紋
を
は
望
ま
せ
給
ひ
し
御
事
も
候
ひ
つ
れ
、
と
申
セ
し
と
云

忠

房

の

母

は

正

忠

の

孫

に

て

忠

俊

か

女

な

り

き

、
あ

る

人

の

い

ひ

し

は

上

野

国

新

田

庄

に

ふ

る

き

目

貫

髪

剃

小

刀

の

柄

に

葵

の

丸

の

紋

あ

る

あ
り
、
是
に
よ
り
て
思
ふ
に
、
葵
の
紋
は
初
よ
り
新
田
の
家
紋
に
や
有
し
と

い
ふ
こ
と
あ
り
、
是
又
一
説
な
れ
は
こ
ゝ
に
附
す

御

先

祖

記

曰

、
永

禄

三

年

庚
申

神

君

以

御

旗

紋

定

丸

※[

御
先
祖
記]

―
不
明



旧考余録 一

35

之

内

、

三

葵

給

、

此

紋

者

元

来

本

多

家

紋

也

、

依

之

、

此

後

本

多

紋

以

三

本

立

葵

為

家

紋

白

石

紳

書

三

云

神

祖

の

御

馬

印

、
白

五

幅

の

四

方

に

厭

離

穢

土

欣

求

浄

土

と

墨

に

て

書

た

る

な

り

中

略

御

旗

は

白

地

に

三

葵

の

丸

な

り

、
一

説

に

、
御

家

人

本

多

、
是

は

城

州

愛

宕

郡

賀

茂

の

社

務
職
な

り
し

か

は
、
葵
を
以

て

紋
と
す

、
公

御

も
ら
い

給
ひ

て

御
紋
と
せ

ら

れ

し

か

は

、

本

多

は

立

葵

を

以

て

御

紋

に

わ

か

つ
云

云

本

多

中

務

大

輔

家

よ

り

奉

り

し

と

云

事

渡
邉
幸

庵
話

云

権
現

様
御

紋

は
、
元
は
か

た

は
み
な

り
、
葵

の
御
紋
ハ

本

多

中

務

立

葵

の

葉

御

貰

ひ

被

成

、
か

た

は

み

の

こ

と

く

に

被

成

御

附
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候

な

り

、
此

葵

を

金

印

に

仰

付

ら

れ

、
そ

れ

に

て

御

紋

の

形

を

押

申

候

常

に

戸

田

左

門

氏

銕（鉄
）

姉

に

御

預

け

置

也

、
依

之

予

か

方

へ

伝

は

り

申

と

て

見

せ

被

申

候

、
常

に

御

附

被

遊

御

紋

の

恰

好

、
是

廻

り

の

輪

は

輪

に

あ

ら

す

、
蔓

葵

な

り

、
入

物

は

古

代

の

梨

子

地

蒔

絵

の

香

合

也

内

に

金

印

入

置

き

、

下

は

絹

の

わ

た

入

ふ

く

さ

に

て

あ

り

け

り

高

力

村

老

翁

よ

り

奉

献

と

い

ふ

事

水

野

監

物

編

集

、
谷

中

心

蔵

院

蔵

、
三

河

御

八

代

記

云

、
廣

忠

公

ノ

御

時

迄

ハ

、
御

代

々

御

紋

ハ

三

葉

ノ

立

葵
ニ

テ

有

ケ

ル

、
其

証
ニ

ハ

清

康

公

大

敵
ニ

向

ヒ

数

度

ノ

合

戦
ニ

危

キ

御

働

多

カ

リ

ケ

ル
ニ

依

テ

、
御

妹

隨

念

尼

公

心

元

ナ

ク

思

召

レ

、
御

存

生

ノ

御

姿

ヲ

画

師
ニ

被

仰

付

※[

三
河
八
代
記]

―
図
書
館
黒

表
紙
本
有
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御
写
シ
置
レ
、
今
ニ

至
岡
崎
隨
念
寺
ノ
什
物
ト
シ
テ
伝
ハ
レ
リ
、
其
御
紋
ハ

立

葵

ナ

リ

、
廣

忠

公

ノ

若

君

御

成

長

ノ

後
ニ

、
蔵

人

頭

元

康

公

ト

申

シ

奉

ル

、
御

若

年

ノ

頃

、
岩

堀

池

ノ

辺
ニ

テ

御

鷹

野

ノ

節

、
芝

原
ニ

敷

草

シ
キ
御

休
足

ノ

時
、
池
端

ノ
者

共
、
唐
網

ヲ
打

テ
大
ナ

ル
鮒
・
鯉
ヲ
御

挙

場
ニ

差

上

ケ

レ

ハ

、
則

チ

御

肴

ト

シ

テ

御

酒

宴

ア

リ

ケ

ル

時

、
高

力

村

ノ

老

翁

、
蒸

タ

ル

菱

ヲ

丸

盆
ニ

盛

テ

持

参

シ

、
是

モ

此

池

ノ

名

物
ニ

テ

候

ト

申
上
レ
ハ
、
少
々
被
召
上
、
其
丸
盆
ノ
下
ニ

葵
ノ
葉
三
ツ
カ
ナ
ワ
ニ

敷
タ
リ

是
ヲ
御
覧
セ
ラ
レ
、
矢
立
ノ
御
筆
ニ

テ
葉
三
ツ
御
画
ナ
サ
レ
、
御
定
紋
ノ
立
葵

ヨ
リ
勝
テ
見
事
也
、
向
後
ハ
是
ヲ
御
紋
ニ

可
被
成
ト
テ
、
御
機
嫌
モ
宜
シ
ク

其

翁
ニ

御

酒

被

下

、
老

翁

カ

寿

命
ニ

ア

ヤ

カ

ル

ヘ

シ

ト

御

戯

レ

、
其

御

盃
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御
前
被
召
上
、
夫
ヨ
リ
御
当
家
ノ
御
紋
、
御
代
々
葵
ノ
丸
ト
ソ
、
其
ノ
チ
筮
ノ

名

人

安

倍

通

判

ト

云

者

、
此

御

紋

ヲ

占

、
葵

ハ

太

陽

ノ

気

ヲ

受

テ

生

ス

ル

カ

故
ニ

同

気

相

需

メ

（
も
と
）

テ

其

花

日

輪

ノ

運

行
ニ

双

ヒ

（
な
ら
）

向

フ

草

ナ

リ

葵

ノ

丸

ハ

見

龍

ノ

田
ニ

翻

テ

飛

龍

ノ

天
ニ

登

テ

天

下
ニ

恩

沢

ヲ

降

ス

ヘ
キ
ノ
象
ア
リ
、
是
ヲ
紋
ト
ナ
サ
ル
ヽ
人
ハ
行
末
ニ

天
下
ノ
将
軍
ト
成
玉
フ

瑞

ナ

リ

ト

占

ケ

リ

本

間

氏

記

三

葵

の

事

三

河

国

本

間

氏

覚

書

云

、
松

平

家

御

紋

、
代

々

立

葵

、
清

康

公

御

代

天

文

四

年

迄

立

葵

也

、
岡

崎

隨

念

寺
ニ

有

之

清

康

公

御

影

之

御

紋

立

葵

也

、
家

康

公

、
岡

崎

御

在

城

之

節

、
岩

堀

之

名

物

菱

、
毎

年

献

※[

本
間
氏
覚
書]

―
岡
崎
市
史

に
有
。
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上

、
岩

堀

に

珍

敷

菱

有

て

、
丸

く

鉢

に

葵

葉

三

葉

敷

て

菱

を

す

ゑ

て

差

上

候

を

御

覧

被

成

、
自

今

以

後

立

葵

を

や

め

、
丸

之

内

に

三

葉

蔓

葵

に

せ

ん

と

御

意

に

て

御

替

被

遊

候

由

、

本

多

茂

兵

衛

に

承

る

前

の

五

説

、

献

葵

の

事

凡
三
葵

を
御

家

紋
に
つ

け
さ

せ

給
ふ
こ

と
は
、
酒
井
両

家
・
本

多
家
、
又

老
翁
の

献
上

せ

し
よ
り

前
な

る

こ
と
明

か
な

り

、
し
か
る

に
前

に
出
せ
る

こ

と

く

右

の

家

々

の

譜
并

に

諸

書

に

し

る

せ

る

事

亦

い

は

れ

な

き

に

も

あ
ら
す
、
後
風
土
記
の
こ
と
き
あ
や
し
き
書
は
と
ま
れ
、
緒
家
の
旧
録
に
も

書

の

せ

あ

れ

は

、
何

そ

偽

妄

と

い

は

ん

、
按

る

に

是

は

御

当

家

の

御
紋
に

て
、
猥

に
臣
下

へ
も

給

は
ら
さ

る
を

し

り
け
れ

は
、
時

に
と
り
て
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御
勝
利

を
祝

賀

し
、
又
は
吉

祥

の
前
瑞

に
さ

ゝ

け
し
な

る
へ

し

、
豊

太
閤

明

智

退

治

の

時

、
真

桑

瓜

を

さ

ゝ

け

し

か

は

明

地

に

な

り

し

瓜

を

切
り
た
る
と
よ
ろ
こ
は
れ

東
照
宮

の
大

垣

の
柿
さ

ゝ
け

し

を
歓
ひ

給
ひ

し

に
同
し

く
、
出

陣
の
時
の

奉

賀

の

た

め

、
盆

に

三

葵

を

並

へ

、
其

時

々

捧

け

し

を

殊

に

め

て

さ

せ

給
ひ
し
か
は
、
其
家
々
の
記
に
も
と
ゝ
め
置
れ
し
を
、
後
世
に
至
り
家
の
事

尋

さ

せ

給

へ

る

と

き

、
御

紋

は

其

家

伝

に

拠

て

こ

そ

改

さ

せ

ら

れ

し

と

推
は
か
り
て
記
し
奉
り
ぬ
れ
は
、
今
に
至
り
て
其
家
々
の
人
々
ハ
い
よ
〳
〵

我

家

の

記

を

愛

重

し

、
他

の

説

を

い

れ

す

し

て

、
是

な

む

当

御

紋

の

初

と
ほ
こ
り
か
に
お
も
は
れ
け
る
歟
、
か
く
諸
家
よ
り
捧
け
つ
る
中
に
は
真
偽
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前
後
の
差
別
あ
る
へ
し
其
上
前
に
も
の
ふ
る
こ
と
く
捧
け
さ
り
し
前
に
は
何
の

御

紋

な

り

し

と

沙

汰

あ

る

へ

き

を

、
其

事

の

な

き

に

て

も

考

知

す

べ

し

葵

は

嶋

田

氏

の

紋

と

云

事

御

先

祖

記

曰

、

葵

紋

者

三

州

矢

作

住

人

嶋

田

蔵

人

某

紋

也

白
石
紳

書
三
御

紋

の

事

を

出

セ

し

其

跡

に

本

多

氏

の

下

に

て

三

葵

の

云
、
一
説

に
、
矢
作
の

領
主

嶋

田

平

蔵

か

紋

な

り

謹
按
る

に
、
此
嶋
田

の
家

絶

ぬ
れ
は

尋
ぬ

る

た
よ
り

な
し
、
此
二
書
の

外
い
つ

れ
に

も
し
る

せ
し

事

見
当
ら

さ
れ

は

、
取
捨
定

め
難

し
、
当
時

麾

下

に

嶋

田

氏

十

余

家

あ

れ

と

も

多

く

は

土

岐

の

庶

流

に

て

、
三

河

本

国

な

れ

は

蔵

人

平

蔵

か

一

族

な

る

へ

け

れ

と

、
家

紋

は

割

菱

花

菱
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或
は
三
割
花
菱
に
て
替
紋
は
桔
梗
な
り
、
中
古
上
へ
憚
り
改
め
し
歟
、
又
は

家
記
に
と
ゝ
め
さ
る
を
末
に
至
り
い
つ
と
な
く
今
の
紋
に
改
め
け
る
も
の
歟

伊

奈

熊

蔵

家

紋

に

葵

を

附

し

事

伊

奈

家

譜

云

前

略

神

君
ニ

ハ

天

正

十

四

丙
戌

十

二

月

廿

六

日

入

御

、
廿

七

日

駿

府

御

巡

見

之

時
ニ

小

栗

大

六

組
ニ

朱
ニ
而

画
タ
ル

葵

之

紋

幕

有

之

、
家

名

有

御

尋

、
大

六

委

細

無

残

言

上

、
則

召

小

屋

主

熊

蔵
而

被

仰

出
者

、
何

故

如

此

哉

ト

、

熊

蔵

自

ラ

代

々

之

家

紋

之

由

言

上

神

君

、
先

年

父

ヲ

熊

蔵

と

改

号

之

節

、
有

之

其

先

松

木

三

位

殿

ヨ

リ

賜

葵

紋

其

後

汝

之

伯

父

熊

之

助

訴

状

ヲ

以

紋

之

事

申

達

既

兄

弟

及
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合

戦

刻

、
某

終
ニ

加

勢
而

討

取

、
熊

之

助

其

日

家

督

相

続

、
其

時

熊

蔵

ヲ

改

市

兵

衛

尉

、
汝

親

号

熊

蔵

時

代

、
並

九

曜

可

付

之

旨

云

渡

シ

ヌ

葵

紋

可

附

之

故

無

之

ト

、
時
ニ

熊

蔵

申

上

云

、
一

類

御

当

家

御

奉

公

之

内
者

右

之

通
ニ

候

、
今
者

蒙

御

勘

気

、
一

類

他

国

仕

故
ニ

如
斯
、
時
ニ

神

君

被

仰

渡
者

、
汝

ハ

当

家

奉

公

之

内
者

可

為

無

用

ト

、
熊

蔵

可
キ

守

御

意

旨

申

上

、

其

後

何

之

紋

可

付

哉

ト

申

上

神

君

仰

云

、
汝

親

、
先

年

於

虹

塚

小

山

勘

解

由

ヲ

討

取

、
其

軍

功

莫

太

也

、
小

山

之

紋

二

ツ

首

巴

也

、
則

二

ツ

首

巴

可

付

家

紋

、
従

今

日

直

参

可

申

付

之

由

ニ
テ

御

近

習

供

奉

下

略
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謹
按
る

に
、
か
く
の

こ
と

く

嶋
田
・
伊

奈
等

の
葵
の

紋
付

し

事
あ
れ
ハ

此

外

三

河

国

に

は

其

頃

あ

ま

た

あ

り

し

に

や

、
い

ふ

か

し

、
こ

れ

は

御

当

家

三

河

国

へ

移

ら

セ

給

ひ

し

の

ち

、
御

味

方

を

申

上

し

者

大

功
あ
り

し
時

、
折
に
ふ

れ
て

賜
は
り

し
も

あ

り
け
ん

歟
、
又

其
紋
葵

を

附
る
と

い
へ

と
も
、
本
多

氏

よ
り
申

う
け

て

其
の
ち

圓
鼎

に

あ
ら
た
め

し
や
、
し
か
る
時
は
此
二
家
の
ミ
と
も
定
む
へ
か
ら
す

御

当

家

立

葵

を

附

さ

せ

給

ひ

し

と

云

事

三

河

国

岡

崎

隨

念

寺

記

云

、
清

康

君

御

幼

年

よ

り

出

陣

を

好

ま

せ

勇

武

さ

か

ん

に

て

い

つ

も

先

陣

を

心

か

け

、
味

方

を

離

れ

戦

ひ

給

へ

は

隨
念
尼
公
、
殊
に
案
し
さ
せ
給
ひ
、
何
時
討
死
し
給
は
ん
も
計
り
難
し
、
と
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御

生

前

に

請

せ

ら

れ

、
御

画

像

を

求

め

置

せ

ら

る
下

略

此

御

像

に

立

葵
の
御

紋
附

て

あ
り

、
諸
人

の

拝
し
奉

る
所

な

り
、
本
多
縫

殿

助
譜
に
も

此

事

を

書

出
委

し

前

に

久

方

定

明

見

聞

録

に

、
或

書

曰

、
岡

崎

城

下

隨

念

寺

に

清

康

君

の

御

画

像

今

に

存

す

、
御

俗

躰

に

て

肩

衣

袴

着

の

躰

な

り

、
御

紋

は

立

葵

な

り

と

云

謹

按

る

に

、
此

二

説

に

よ

る

時

は

立

葵

を

も

附

さ

せ

ら

れ

し

と

見

え

け
れ
と
、
さ
に
あ
る
へ
か
ら
す
、
是
は
御
在
世
の
内
に
御
形
見
を
残
さ
せ

給

は

ん

た

め

に

画

か

せ

給

へ

は

、
輪

内

の

三

葵

は

新

田

家

御

代

々

秘

さ
せ
給
へ
る
所
な
れ
は
、
猥
に
付
給
は
す
、
こ
と
に
其
こ
ろ
は
御
領
知
も
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額
田
一

郡
さ

へ
い
か

ゝ
と

見

え
け
る

上
、
御

門
族
の

中
に

は

今
川
・
織

田

等

に

心

を

通

し

ぬ

る

も

多

け

れ

は

、
君

自

讃

の

名

を

得

ら

れ

ん

も

口
を
し

く
、
他
の
聞

え
を

も

憚
か
ら

せ
ら

れ

、
幸
ひ
に

本
多

の
一
族
多

け
れ
は
、
彼

輩
の
眉

目
に

も

備
へ
ら

れ
、
又

形
見
を

と
ゝ

め

、
匹
夫
に

等
し
き
死
狂
ひ
せ
し
な
と
ゝ
、
世
の
言
伝
へ
あ
ら
ん
も
い
か
ゝ
な
と
思
し

召
さ
せ
ら
れ
、
御
秘
紋
を
も
し
る
さ
せ
ら
れ
さ
り
け
む
歟
、
凡
此
御
影
の

事

世

に

広

く

聞

え

け

れ

は

御

当

家

も

と

立

葵

付

さ

せ

ら

れ

殊

に

賀

茂

朝

臣

と

名

乗

ら

せ

給

ひ

し

事

あ

り

と

て

、
賀

茂

氏

に

混

し

本

多

の

一

族

に

て

お

は

せ

し

な

と

謬

り

い

ふ

者

あ

り

ま

と

へ

る

の

甚

し

き

と

云

へ

し



旧考余録 一

47

御

当

家

劍

銀

杏

を

も

被

為

附

と

云

事

三

河

国

岡

崎

能

見

郷

の

松

應

寺

は

瑞

雲

院

廣

忠

卿

贈

大

納

言

殿

の

御

廟

所

な

り

、

此

御

廟

所

は

東

照

宮

の

御

造

営

な

り

、
此

玉

垣

其

外

と

も

に

劍

銀

杏

の

御

紋

を

附

さ

せ

ら

る

謹

按

る

に

、
御

当

家

に

此

御

紋

用

さ

せ

ら

れ

し

事

諸

書

に

い

ま

た

見

え

す

、
然

る

に

慶

長

中

御

造

営

の

御

玉

垣

其

外

に

附

さ

せ

ら

る

ゝ
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事
其
故

よ
し

あ
る
へ

き
歟
、
銀
杏
に

異
朝

の

訓
あ
れ

は
、
四

夷
を
悉

く

征
せ
ら

れ
、
各
御
旗

下
に

候

せ
し
む

る
の

御

祝
兆
に

て
、
銀

杏
を
愛
し

給
へ
は
、
尊

霊
を
御

崇
信

の

あ
ま
り

附
さ

せ

ら
れ
し

に
や
、
又
ハ
此
玉

垣

造

ら

セ

ら

れ

し

時

の

奉

行

、
水

桶

等

を

献

備

せ

し

に

自

紋

を

附
て
奉
り
し
を
、
そ
の
後
御
修
復
の
節
、
そ
の
ま
ゝ
に
つ
く
ろ
は
せ
給
ヘ
ハ

お
の
つ
か
ら
御
紋
な
り
と
お
も
へ
る
に
や
、
い
つ
れ
に
も
此
御
場
所
の
外

に

て

い

ま

た

見

聞

な

き

所

な

り

、

今

三

縁

山

安

国

殿

の

神

木

と

し

て

銀

杏

の

大

木

あ

ま

た

あ

る

事

ハ

、
元

和

二

年

神
さ
り

給
ひ

し
時
、
始

て
宮

作
り
の

折
か

ら

御
遺
愛

を
思

召

れ
、
仰
付

ら

れ

し

と

い

へ

り

、
又

葵

の

御

紋

は

種

々

の

説

あ

れ

は

、
劍

銀

杏

は
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御

家

の

御

替

紋

に

て

代

々

遠

く

附

さ

せ

ら

る

ゝ

か

故

に

、

松

應

寺

の

御
廟
前
に
付
さ
セ
ら
れ
、
又
此
所
に
も
植
さ
セ
給
へ
る
に
や

御

当

家

五

七

桐

を

も

被

為

附

と

云

事

三

河

国

岩

津

妙

心

寺

は

崇

岳

院

殿
入

道

信

光

の

開

基

、
長

澤

の

祖

備

中

守

親

則

の

菩

提

所

と

定

め

、
母

堂

真

常

院

御

方

も

同

葬

な

り

、
然

る
ニ

当

寺

尊

牌

に

五

七

の

桐

を

附

さ

セ

ら

る

、
右

尊

牌

古

彫

に

し

て

慶

長

以
後
の

物
と

は

ミ
へ
す
、
然
ら

は
其
頃

は
桐

を

も
御
紋

と
せ

ら

れ
し
に
や

謹

按

る

に

真

常

院

御

方

は

当

国

の

守

護

代

一

色

刑

部

大

輔

宗

義
の
女

な
り

、

信
光

君
新

田
世
良

田
の

裔

に
て
お

は
せ

し

か
と
、
当

国

に

移

ら

せ

給

ひ

て

は

、
国

士

い

ま

た

其

勇

名

を

知

る

者

も

す

く

な
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か
り
し

に
、
守
護
代

の
聟

と

な
ら
せ

ら
れ

し

上
、
元
よ

り
武

勇
文
名
諸

人
に
勝
れ
さ
せ
た
ま
へ
は
、
つ
ひ
に
国
中
大
小
の
士
、
門
下
に
寄
れ
る
に

及

ひ

け

れ

は

信

光

君

を

御

家

苗

の

中

興

と

は

申

け

る

、
然

る

を

是
全
く

一
色

氏
の
故

な
り

な

と
思
召

れ
て

、
桐
の
紋

を
用

ひ

さ
せ
給
ひ

し

に

や

、
此

御

時

よ

り

御

威

光

自

然

と

備

り

給

ひ

け

る

事

ハ

三

河

記

数

本

其

外

の

書

に

見

え

た

り

、
又

桐

は

元

よ

り

源

家

相

伝

の

御

紋

な
れ
は
、
此
頃
ま
て
は
葵
と
桐
と
附
さ
せ
ら
れ
し
か
は
、
一
色
氏
の
紋
と

わ
か
ち

兼
る

者
も
有

る
へ

し

と
、
此

後
葵

は

か
り
を

御
紋

に

定
め
置
せ

ら
れ
、
御

子

孫
へ
御

譲
り

あ

り
し
に

や
、
今

太
郎
左

衛
門

の

家
に
桐
を

以

て

替

紋

と

し

、
又

十

八

松

平

の

中

に

も

数

多

桐

を

定

紋

替

紋

に
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附

ら

る

ゝ

に

よ

る

時

は

、
此

桐

の

御

紋

と

葵

と

二

つ

を

並

へ

用

さ

せ

給

ひ

し

事

も

あ

り

け

む

歟


